
－59－

日本短角種の若齢肥育技術
小　山　錦　也

（青森県畜産試験場）

1　は　　じ　め　に

北東北地域に産する日本短角種は肉用牛として優れ

た能力を有するといわれながら，その改良組織，飼養

技術の遅■れから，その能力を十分生かされていない。

青森県畜産試験場では日本短角種の肥育について哉

多の試験を実施してきた。現在までに得られた成抗の

なかで，若齢肥育技術の参考となる事項を試験担当者

を代表して発表する。

2　引用した試験成績

本発表に用いた試験成掛は日本短角毯若齢肥育用養

分給与基準設定に関する研究（以下Ⅳ基準設定研究と

称す）の一連の試験結果が主体で，これに当場及び他

場所の試験結果を引用した。l寸基準設定研究は粗飼料

を利用した試験ウ濃厚飼料を多給した試験？肥育促進

剤を利用した試験転び雄牛の試験4）に大別され，更に

そのなかをいくっかの要田を設けて試験したもので，

それら試験結果のうち，本発表に特に引用したものは

粗飼料中給の試験（以下N－R試験と称す）と渡厚飼料

飽食の試験（以下N－C試験と称す）の結果である。

Ⅳ基準設定研究の試験は所定の試験区分で，スタン

チョソ繋留により558日間（前，中，後期各112日）の肥

育を行ったもので，濃厚飼料は試験区分により決めら

第1表　　日本短角種若齢肥育用養分給与基準設定研究主要成績

試　　 験　　 別
粗 飼 料

中 給

濃 厚 飼

料 飽 食

N － R

試 験

と

y － C

試 験

の

有

意

差

蛋 白 質 多 給 の 効 果 肥 育 促 進 剤 の 効 果
粗 飼 料

中 給 ㈱
雄 牛 と去 勢 牛 との 差

試　 験　 略　 号
が－ R

試 験

N － C

試 験
y － ア 比 較 試 験 y － H 比 較 試 験

N 8 － R

試 験
N － 8 耳 比 較 試 験

試 験 区 （文 献 番 号 ） （Il （2 1
多 給 区

（1 1

少 給 区

（1） 有

意

差

無 処 理

区 （3 1

処 理 区

（3 1 有

意

差

（4 ） 6 区 （4 ）身 区 （1 1 有

意

差

開　 始　 年　 度 4 2 ～ 4 4 4 7 4 5 4 5 4 6 4 8 4 4 ，4 5 4 4 4 4

性 身 £ ・ ノを 点 一 ノを・ ′易′ 8 8 ．且 ‾

頭 数 （と 殺 頭 数 ） 2 5 （1 2） 5 （4 ） 占（5 ） d （5 ） 5 （5 ） 4 （4 ） 1 8 （9 ） 5 （5 ） d （5 ）

開　 始　 時　 日　 令 （日） 2 4 9 2 7 1 ＊ ＊ 2 4 9 2 4 8 2 5 8 2 5 6 2 8 0 2 5 5 2 5 5

体　　 重
開 始 時　 ¢め 1 9 9 2 2 8 ＊ ＊ 2 0 占 2 0 0 2 2 5 2 1 8 2 5 2 2 15 2 1 1

＊ ＊終 了 時 （〝） 4 9 8 5 5 0 ＊ ＊ 5 0 2 4 9 8 5 0 1 5 5 7 5 7 4 5 5 8 4 9 1

D　　　 G

全 期 間　 ¢め
0 ．8 9 0 ．9 8 e 0 ．8 8 0．8 9 0 ．8 2 0 ．9 5 0 1．0 2 1．0 2 0 ．8 5 ＊ ＊

± 0．0 7 9 ± 0．0 5 1 士 0．0 7 7 0．0 8 8 士 0 ．0 5 1 0 ．10 5 ± 0．0 9 1 士 0 ．0 8 7 ± 0 ．0 2 8

前　 期　 ¢め 0 ．7 9 1．0 7 ＊ ＊

＊ ＊

0 ．8 8 0．7 9 0 0．8 1 0 ．8 5

＊

0 ．9 6 0 ．9 5 0 ．7 1 ＊ ＊

中　 期 （〝） 0 ．9 2 1．0 0 0 ．9 0 0 ．9 0 9 ．8 4 0 ．9 2 0 ．9 9 1．0 0 0 ．8 5 ＊

後　　 期 （ゲ） 0 ．9 8 0．8 2 0 ．8 9 0．9 8 0 ．8 1 1．0 8 1．10 1．1 1 0 ．9 5

摂　 取　 量

濃 厚 飼 料 ¢め 14 15 2 5 5 8 ＊ ＊ 1 4 2 8 15 7 8

＊ ＊

1 7 0 2 17 5 7

＊ ＊

18 9 5 15 5 2 15 占0 ＊ ＊

＊

粗　 飼　 料 （・γ） 14 5 4 7 2 8 ＊ ＊ 1 4 9 4 14 5 6 1 2 2 5 15 1 4 14 0 8 1 5 8 5 15 2 1

D　 M　 （－ケ） 2 4 9 8 2 8 9 4 ＊ ＊ 2 5 7 4 2 4 75 2 5 7 0 2 8 9 8 2 7 1 4 2 7 0 8 2 5 1 7

D C I） （〝） 2 15 2 5 8 ＊ ＊ 5 10 2 0 7 2 2 4 2 5 5 2 2 8 2 4 5 2 2 5 ＊ ＊

T I）N　 （〝） 1 7 5 4 19 7 5 ＊ ＊ 1 8 0 8 ■　 1 7 0 7 0 1 7 8 8 18 8 7 1 8 8 5 18 8 0 17 5 0 ＊ 聖＿

摂 取 量 の D M　 （劾 2 ．1 9 2 ．2 2

＊

2 ．1 7 2 ．17

＊ ＊

2 ．15 2 ．2 1

0

2 ．0 8 2 ．17 2 ．2 1

体 重 に 対 D （コ 王〉　 （〝） 0．1 9 5 0．18 0 0．2 8 7 0．1 8 4 0．18 5 0 ．18 7 0．1 75 0 ．1 95 0 ．19 8

す る 割 合 T I〕N　 （〝） 1．5 1 0 1．5 1 4 1．5 2 0 1．4 8 8 1．4 7 5 1．5 2 0 1．4 5 0 1．4 6 9 1．4 9 9

1 吻増 俸 に 濃 厚 飼 料 ¢め 4 ．7 5 ス 9 2 ＊ ＊ 4 ．8 4 4 ．°‘ 8．17 5 ．5 5 0 4 ．9 7 4 ．5 1 4 ．8 5

＊ ＊要 し た 量 T IJ N　 （ソ） 5 ．8 4 8 ．1 1 8 ．12 5 ．7 7 8．4 9 5 ．8 9 一　 〇 5 ．5 4 5 ．4 7 8．1 7

粗 飼 料 の 割 合　 （留） 4 鼠 9 2 R 4 ＊ ＊ 5 0 ．4 5 0．5 4 1．4 4 2 ．4 4 8 ．1 5 0．1 5 2 ．5

枝 肉 量 （温 ）　 ¢g） 2 7 4 5 2 0 ＊ ＊ 2 d 9 2 8 1 2 8 4 5 0 2 l 5 5 1 5 1 5 2 7 7

5 R l歩　 留　　 り　 （め 5 8 ．9 8 2 ．5 哀 嘉

1

5 8 ．6 5 9 8 8 0 ．8 60 ．2 8 0 ．5 5 9 8

脂 肪 交 雑 指 数 1．7 1．5 1．8 1．5 1．7 1．1 0 ．8 1．0 1．7

枝 肉 格 付 け 上 5 沖 7 上 1，中 5 上 2 ，中 1

ヒ

「 1－中 2 上 1．中 2
上 1．中 2

並 1

上 1，中 5

並 5

毘 7 1恒 中 2

注．1）粗飼料は水分15邸の風乾物に換算，　2）有意差　＊＊：P＜0．01，＊：ア＜0・05．0：有意に近い
もの，　5）N－E比較試験の処理区：後期開始時に1回埋没（シノペックス肴）
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T lk 増体に要した

200　　　3（M　　　4（抑　　　封X）550　kg

体　　　　　重

第1図　体重区分してみた諸測定値

れた量，粗飼料（牧乾草，牧草サイレージ，牧生草）

は原則として飽食させた。摂取養分量は消化試験によ

る実測の消化率を用いて求めた。

N基準設定研究の主要な威厳をまとめて第1表に示

したく以下試験名は第1表に示した略号を使用する）。

更にN－R試験及びN－C試験は体重区分して1日当た

り増俸量（以下DO・と称す），】）M摂取量の体重に対

する割合及び1均増俸に要したT】〕封の推移を第1図

に示した。

5　日本短角種の芸齢肥育上の特性

粗飼料中給で和牛の成瘡）（第1図に付記）と比較し

てみると，

1）増俸が優れる。特に体重550～45D毎時は優れ，

この間1．0幅以上のDOが可能で，和牛の値の150％

弱を示し，大きな差となっている。（和牛の成掛は夏

期の影響が大きいと考えられるので，それを考慮して

上記の差程度と推定される）。しかし，初期はむしろ

劣る傾向がみられたが，これは初期の濃厚飼料量がや

や異なることと．肥育前の育成法の違いも影響してい

るものと考えられる。

2）飼料摂取量が優れる。N－R試験で体重400晦

までは体重の2．2～2．5珍のDMを摂取し，和牛の推

移と全く異なり，体重が小さいと大差ないが．体重が

大きくなると，和牛の115～120帝を示した。

5）飼料及び養分要求率が優れる。

4）肉質が劣る。

5）枝肉歩留りが劣り，皮，骨が重い。またロース

芯が細い（第2，5表参照）。

d）個体差が大きい（能力の斉一化がなされていな

い）。肉質で和牛に近いものがみられる反面，増体で

和牛に近いものがみられる。

第2表　と殺・解体成績

頭

数

と　殺　前 枝肉重量
体　　 重 （温）

¢め ¢め

12 4 8 8

4 5 1 5

d 4 8 0

　 項 目

品種 ，

試 験 別

ロ　ー　 ス　芯 と殺前体重 に
断面積 （C痛） 対す る割合（肇

5 ～ 占

肋 間
7 へ′8
肋 間

皮 頭 内　臓

（晶 孟 宗 莞 芸）（1）
2 R 2 5 4．5 8．5 5．0 1 4．占

（最品 荒 島 賃）（2）
5 9 5 4 2．8 8．5 5．5 1 4．2

（芸 ㌔ 料等 票）（d）

（5 4．0）
4 7 4

l■（4 “ ）
7 8 5．1 1 4．1

注・黒毛和種（）の値は他の試験（5）の値を引用

第5表　枝肉中の骨，筋肉，脂肪の割合

品　　　 種
頭

数

枝 肉

重 量
骨 筋　 肉 脂　 肪

被 膜

な　 ど

日本 短 角 種（7） 4
　 晦
15 2．5 1（～．5 5 7 0 24 ．9 1．8

黒 毛 和 種（d） d 142．6 12，8 6 1．2 2 8．0 －
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以上の増体量，飼料摂取量の比較は粗飼料中給の場

合であるが，濃厚飼料を多給した場合の差については

細かく検討するのに適当な和種の成績がみられない。

しかし′濃厚飼料を飽食させた試験ぜ）0．9的のDGを得

た成寂もある所から，両者の差は減少するものと推察

される。

4　試験から得られた肥育技術とその考察

1）粗飼料利用か，濃厚飼料多給か

（1）粗飼料を利用すると

①⊃Gが低くなり，肥育期間が長くなる。

②D■M摂取量が濃厚飼料飽食や多給のものに比し少

なく（第1図参照），したがって摂取養分量も少な

い。

③粗飼料の良品質のものの安定確保が困難で，飼料

の品質が劣ると，飼料そのものの栄養分と摂取量の減

少となる。

（彰粗飼料消化のためェネルギーを多く要する。

（2）渡厚飼料を多給すると
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粗飼料の割合

第2図粗飼料の割合とT】）封の実測値に対する

推測値B（飼料成分表の消化率適用して算

出）の割合との関係（各消化試験時の各試

験平均）

①体重が45口吻を越えてくると増体，飼料摂取能力

の低下が大きい（第1図参照）。

（診濃厚飼料を多く要し，要求率が高い。

③TI川の要求率は大差ないが，消化能力の低下が

大きく，飼料中の養分の損失が大きい（第2図参照）。

④多給する謡であれば飽食した方がよい。

⑤病気が発生しやすい。

いずれの方法が有利であるかについては要田が多く，

特に粗飼料生産量，飼養規模，価格（もと牛，飼料，

枝肉），出荷時の体重などにより決められるが，本種

の特性を生かし，また濃厚飼料の供給不足，高価のな

かでは粗飼料中給位の肥育をしたいものである。

2）放牧利用

当場で実施した試験控・り○）の結果，

①放牧期間の増体は草生，天候などの影響を受けや

すく，年により異なる（DGトロ．5～0．8毎）。

②放牧前に高栄養飼養牛は放牧利用すべきでない。

③放牧地の草の利用率を高める（現存草に対して50

酵以上）と増体の低下をきたす。したがって草の効率的

利用の面から繁殖牛と組み合わせた放牧も必要である。

④放牧期間中の濃厚飼料の少量補給（体重の0．5％

位）はそれほど効果がない。

⑤収牧後は代依発育も期待できるので高栄養肥育と

し，かつ肥育促進剤の活用を図る。

⑥体重550柳こするのに濃厚飼料1．5tくらいで可

能である。

5）無畜舎飼着（冬期）による肥育

積雪寒冷地における無畜舎肥育の可能性について秩

討したところ，（注：当場積雪1mくらい）

①簡易な保護施設（防風柵，簡易な屋根）が必要

②休息場の確保，泥ねい化の防止

③月齢の若いものは比較的問題はないが，仕上期の

ものは最も寒い時期に増体が伸びないことがある。し

第4表　無畜舎による日本短角種君命肥育試験成績11・】2・∴旭）

日　　 数
開 始 時
体　 重 D　 O 濃厚飼料 粗 飼 料

（生草換算）
（毎） （晦） （毎） （毎）

時　期　別

越冬育成期

移　行　期

放　牧　期

戸外仕上期

計（平均）

1晦増体に要した量（毎）

濃 厚飼 料 D　 M

1 2 4 1 9 9 0 ．8 8 5 0 9 2 ，4 5 5 2 ．8 9

2 9 5 0 （～ 0 ．4 7 5 8 5 （～ 5 4 ．4 8

1 2 0 5 1 9 0 ．8 7 1 4 5 8 ．5 D D 1．7 7

1 0 5 4 0 0 1．2 8 5 2 1 5．5 0 8 4 ．0 1

5 7 6
終 了 時

5 5 0
　 0 ．8 8

l

1，0 5 1 1 2 ，8 0 8 5．1 1
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江・1）供試頭数：10頭　　2）仕上期に肥育促進剤1回利用
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たがって12月中に仕上げてしまうことが大切である。

上記の点を注意すれば可能である。第4表に戸外越

冬→放牧→戸外冬期仕上げのいわゆる通年無畜舎で

の肥育試験11～1め成苗を示した。このような方式の場

合，収牧を早め（9月初旬収牧），12月末までに仕

上げを完了するようにすることが望ましい。

4）増体や飼料摂取能力の最高時の利用

第・日園にみられるように粗飼料中給，濃厚飼料飽食

とも，最も増体や飼料摂取能力の高い時の体重は550

毎時を中心とした時で，前者はややその後，後者はや

やその前という違いはあるが，この時期の能力を活用

すべきで．この時期の能力の劣ったもの，あるいは能

力を発揮できないような条件を作るとその後の増俸に

多くを望めない傾向がみられた。

5）蛋白質の必要量

第1表のy－ア比較試験にみられるように高蛋白給

与の効果はみられなかった。黒毛和種の試験15）でも同

様に効果がなかったと報じているが，これらはいずれ

もDC：Pの必要量を上回ったためと考えられる。

DCPの必要量は木沢ら14）は各種の試験から体重の

0．1橘の給与でよいと推定しているが（飼料の嗜好性，

肉質の面からも考慮），稲わらと濃厚飼料（DCf，11

くらい）を体重の1．5飾以下で肥育しない限り，不足

は起こらない。

d）　雄牛の肥育

第1表のN－8β比較試験にみられるように8区は

DGで25酵（特に前期と後期後半に差が大きい）優

れ，】〕Mや養分摂取量は8多くらい多く，これらの要

求率は11舜くらい優れた。肉質については8区のな

かで1頭優れたものがみられ，大きな差となっていな

いが，N基準設定研究の雄牛全体（N8－R試験）と比

較してみると雄牛は明らかに劣っている。

現在のもと牛，飼料価格で試験すると枝肉単価60

円以下の差でないと雄牛は有利とならず，現在の枝肉

市況では全く不利であろう。

7）　肥育促進剤の効果

N－H比較試験（第1衰）で検討したが，肥育促進剤

の投与は当然DG，飼料や養分の摂取量及び要求率が

優れてくる。肥育促進剤の処理（後期開始時にシノペ

ックスS1回埋没）後は無処理区に対し，DG155％，

D ht摂取量108珍，体重当たりのDM摂取量105珍，

TI）N要求率80珍で明らかな効果があり．最も効果の

ある時期（投与後1～1．5か月）はDGで150多以上

を示した。なお終了直前でも1幅以上のDGがみられ

このため仕上げが不十分であったことも考えられ，あ

る程度の増俸の低下（DOで0．9毎以下）が起こるま

で肥育を続ける必要があるものと推察された。

なお2回投与について試験もなされているが，その

結果がまちまちで一定の効果はみられていないので，

今後更に検討の余地が残されている∩

8）夏期の影響

N－R試験のなかで夏期58日間の影響をその前後

の値より推測したところ，当地域でもDOの低下が15

肇みられた。しかしD：M摂取量の低下は比較的少なか

った。夏期を最も暑い時に限定すればもっと大きな影

響が考えられる。

9）肉質の改善

肉質に及はす要因は複雑で，最も大きいものは遺伝

的能力であると考えられる。y基準設定研究や他の試

験，検定結果をみると，集計した112頚の脂肪交雑指

数は1．5±　0．5で，これを父親別にみると大きな差が

みられ，しかも同系統のものが優れる便向がみられた。

最も優れたもの（坂松号）は1．7±D・5を示したので，

今後，肉質の改良を行えば1．5～2．0の脂肪交雑まで

もって行くことが可能であると判断された。

遺伝能力に次いで，月齢，体重，ひえい度，飼料の

質や量などが肉質改善の要田となろうが，現在までの

試験成蔚だけでは明らかでなく，今後の研究がまたれ

る。

10）体型測定値と増体

N－R試験の供試牛を月齢で体型脚定値をみた所，

増体のよい群は9か月齢で高い値を示し，特に体高

（108．8C罪），眉寛幅（5占．OC〝），胸囲（158．2（一刀），

菅田，体重（222毎）などに差が大きく，月齢を追っ

て他の測定部位も差が大きくなってくる。

N－C試験の供試牛の発育をN－R試験の結果と比
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較してみると，体高の発育は差がないが，体重を始め

陶臥　体の幅などに発育差がみられ，特に増体の異な

る時（12～14か月齢）の発育差は大きい。

11）増体の良否と開始時月齢，養分摂取量

N－R試験の供試牛を増体の良否で5区分して検討

した所，DOの良い群は開始時日齢，体重は小さいが，

終了時には最も大きな体重になった。

また増体の良い群は常に高いD Gを示すが，D Mや

T工）Ⅳ摂取量は初期には差がみられるが，体重550幅

以上になると差がみられない。なお初期にはD Mで体

重の2．5喀以上，T工JNで1．8かこ近い量を摂取する

必要があるものと推察された。

これらのことは月齢の早いうちから肥育を開始し，

かつ初期からある程度の発育を促す栄養が必要で，こ

第5表　　日本短角種若令肥育用養分給与基準

一去勢牛用（粗飼料利用方式）

－45－一・・

の時期飼料摂取量の劣るものは後日多くを期待できな

いものと判断してよい。

5　養分給与基準

N－R試験の結果をもとに粗飼料利用形式での去勢

牛の君命肥育用養分給与基準（第5衰）を設定した。

これに続いて濃厚飼料多給用，雄牛用についても検討

なお和牛の飼養標準設定に関する研究5）の試験結果

をもとに作成された日本飼寒標準若齢肥育用に対する

適合性は少なく，むしろN R C飼養標準（1970）

Flnishlng Steer Calve8用に対する適合性の

方が認められる。

体　　 重 1 日 当 り増 体 量 （ 範 囲 ） D　 M D　 C　P T　工）N カル シウム リ　　 ン カ　ロ チ ン

毎 毎 幅 極 吻 ダ タ 呼

2 0 0 0 ．8 0 （ 0 ．7 4 ～ 0．8 8 ） 4 ．9 0．4 5 5 ．4 8 1 6 1 4 2 0

2 5 0 0 ．8 5 （ 0 ．7 8 ～ 0．9 2 ） 8 ．1 0 ．5 5 4 ．5 5 1 7 1 4 2 5

5 0 0 0 ．9 0 （ 0 ．8 2 ～ 0．9 8 ） 7 5 0 ．6 5 5 ．2 2 1 7 1 5 5 0

5 5 0 1．0 5 （0 ．9 8 ～ 1．1 4 ） 8 ．5 0 ．7 4 6 ．2 0 1 7 1 8 5 5

4 0 0 1．0 5 （0 ．9 5 ～ 1．1 5 ） 鼠 4 0 ．8 2 7 0 8 1 8 1 7 4 0

4 5 0 1．0 5 （ 0．9 5 ～ 1．1 5 ） 1 0．1 0 ．8 8 7 7 0 1 8 1 8 4 5

5 0 0 0 ．9 0 （0 ．7 9 ～ 1．0 1 ） 1 0．8 0 ．9 5 8 ．0 5 1 8 1 8 5 0

5 5 〔） 0．8 5 （ 0 ．7 4 ～ 0．9 8 ） 1 0．8 0 ．9 4 8 ．2 5 1 9 1 9 5 5

る　　お　あ　　り　　に

日本短角種の若齢肥育上には，いまなお幾多の未解

決な部分も多く．今後の研究によらざるを得ない。そ

れとともに繁殖育成技術の改善及び改良（特に肉質，

能力の斉一化）を図らねばならない。
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